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て「プール聞き 」カ、行われました。 これから 8月下旬までの約 2か月間、園児たちは夏の健康と体力
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6月定例市議会が、 6月11日か

; ら同27日まで17日間の会期で聞か

:れました。

今回の市議会では、「職員の定年

等に関する条例制定案Jr上田市観

光会館条例制定案Jr昭和59年度上:

田市一般会計補正予算案」な ど21

:議案が提案、審議されました。 :

小牧橋関連事業を重点に補正

えつ広報-;r; 914 J，ナ
11 

勺-

川
聞
の
建
設
促
進
を
相
極
的
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。
昨
年
十
二
月
に
素
案

着
工
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

関
連
す
る
小
牧
川
辺
町
線
に
つ
き
ま

オ
テ
ク

ノ

ロ
ジ
ー

(
生
命
工
学
)
信

州
シ
ン
ホ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
る
こ

市
長
提
案
説
明
要
旨

6月定例市議会 で答弁する永野市長(手前)

こ
の
六
月
一
日
に
実
施
し
ま
し
た

長
野
県
総
合
防
災
訓
練
に
は
、
各
自

治
会
、
小
・
中
学
校
、
福
祉
施
設
、

事
業
所
な
ど
で
の
自
主
訓
練
に
、
多

数
の
市
民
の
皆
様
の
御
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
大
手
町
通
り

周
辺
の
第
一
会
場
と
、
千
曲
川
市
民

緑
地
公
園
の
第
二
会
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
大
規
模
な
総
合
防
災
訓
練
に
は
、

議
員
の
皆
様
に
も
御
出
席
を
い
た
だ

き
、
御
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
日
こ
ろ

か
ら
の
備
え
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
発
揮
で

き
る
よ
う
に
、
大
地
震
を
想
定
し
た

各
種
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
市
に

お
き
ま
し
て
は
、
こ
の
訓
練
に
あ
た

り
、
全
庁
的
な
体
制
を
組
み
な
が
ら

防
災
活
動
の
で
き
る
職
員
の
対
応
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
訓
練
を
通
じ
市
民
の
皆
様
の
防

災
意
識
の
高
局
と
、
不
時
の
災
害
に

対
す
る
訓
練
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

効
率
的
な
配
介
に

徹
し
た
財
政
運
営
を

昭
和
五
十
八
年
度
の
決
算
に
つ
き

ま
し
て
は
、
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て

上
回
城
跡
入
口
に
鐘
設
中
の
上
岡

市
観
光
会
館
は、

本
年
八
月
の
完
成

黒
字
決
算
の
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
関
係

の
皆
様
方
の
御
協
力
の
た
ま
も
の
と

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

景
気
の
動
向
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
聞
紙
上
な
ど
で
報
じ
ら
れ
る
と
こ

ろ
を
見
ま
す
と
、
雇
用
状
況
、
受
注

状
況
な
ど
の
動
き
か
ら
回
復
基
調
に

あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
地
方
財

政
の
厳
し
さ
は
依
然
変
わ
り
な
く
、

一
刻
も
早
く
好
転
し
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

本
年
度
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、

景
気
の
動
向
と
と
も
に
税
収
め
伸
び

に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
総
額
抑
制

の
方
向
に
あ
り
、
今
後
も
減
少
す
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
歳
入
全

体
と
し
て
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
限
ら
れ

た
財
源
の
効
率
的
な
配
分
に
徹
し
た

財
政
運
営
会
」
図

っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

関
越
自
動
車
道
上
越
線

の
建
設
促
進
を

現
ム仕
、
当
面
し
て
い
ま
す
主
な
事

業
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
慨
要
を
申

し
上
げ
ま
す

F

ま
す
、

山
速
交
通
制
め
い
於
倫
に
つ

き
ま
し
て
は
、

間
総
h
H

動
中
道

L
匙



，、

の
決
算
に
つ
き

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て

ま
ず
、
高
速
交
通
制
的
苧
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
関
駐
日
動
市
下
道
ト
、
越

め 914り~

線
庁
内
注
辻
促
進
を
作
僚
的
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
川
年
卜
て
川
に
ぷ
名

ル
ー
ト
の
説
明
か
あ

っ
て
以
米
、
ル

ー
ト
治
組
地
域
の
皆
様
に
は
そ
の
概

咲
の
品
別
を
申
し

k
げ
る
と
と
も
に
、

佐
久
以
北
の
幣
備
計
画
路
線
へ
の
格

上
げ
を
実
地
す
べ
く
、
来
年
開
催
が

，
y
州
心
さ
れ
ま
す
「
国
土
開
発
幹
線
自

動
市
辺
住
設
審
議
会
」
に
、
関
係
市

町
村
と
強
く
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す

4
ま
た
、

地
域
住
民
の
熱
立
を
一
不
す

た
め
、
米
る
七
月
二
十
瓦
目
、

t
田

山
氏
会
館
に
お
い
て
住
民
大
会
を
開

市
し
、
地
域
と
し
て
の
強
い
要
望
を

雌
り
仁
げ
た
い
と
与
え
て
い
ま
す
。

だえつ一(3)一一一一II(件1159年 7J J 1 H 広 報

小
牧
橋
の
取
付
道
路

さ
ら
に
努
力
を

上
回
バ
イ
パ
ス
建
設
に
つ
き
ま
し

て
は
、
全
地
域
の
用
地
買
収
を
進
め

る
と
と
も
に
、
国
道
一
四
四
号
線
住

占
地
籍
か
ら
の
本
体
工
事
、
西
部
地

ば
の
一
部
蝶
土
工
事
お
よ
び
秋
和
地

籍
の
附
梁
・
本
体
工
事
が
着
工
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
、
よ
り
積
極
的
に

が
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。小

牧
情
関
連
の
市
道
国
分
線
新
設

工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
よ
う
や
く

地
権
者
の
皆
様
の
了
解
が
得
ら
れ
、

着
て
て
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

凶
述
す
る
小
牧
川
辺
町
制
に
つ
き
ま

し
で
も
、
さ
ら
に
努
力
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す

浅
間
ア

中ク
心ノ
都ボ
市ソ

ス
上の
田

次
に
、
最
近
の
技
術
革
新
時
代
、

高
度
情
報
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
リ
、

地
域
経
済
お
よ
び
地
域
社
会
の
発
展

を
図
る
よ
う
新
た
な
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
県
で
は
、
こ
の
よ
う

な
時
代
の
要
請
に
こ
た
え
て
、
テ
ク

ノ
ハ
イ
ラ
ン
ド

(高
度
技
術
都
市
圏
)

構
想
を
長
野
県
の
地
方
生
活
圏
ご
と

に
五
つ
の
圏
域
に
建
設
す
る
と
い
う

も
の
で
、
現
代
、
上
回
、
小
諸
お
よ

び
佐
久
の
三
市
と
関
連
す
る
五
町

一

村
を
、
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
圏
域
と

し
て
、
通
商
産
業
省
の
テ
ク
ノ
ポ
リ

ス
(
技
術
集
積
都
市
)
構
想
の
指
定

を
受
け
る
よ
う
発
表
を
し
て
い
ま
す
。

上
田
市
は
こ
の
圏
域
の
中
心
都
市

と
し
て
、
大
学
、
文
化
施
設
、
工
業

の
集
柏
な
ど
の
高
い
都
市
機
能
を
所

有
し
て
お
り
、
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス

構
想
づ
く
り
の
中
肢
を
担
っ
て
進
め

た
い
と
考
、
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
産
・

学
・
{
自
の
連
携
に
も
関
連
し
て
、
こ

の
九
月
に
当
市
に
お
い
て
、
信
州
大

学
繊
維
学
部
の
働
き
か
け
で
、
バ
イ

オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
(
生
命
工
学
)
信

州
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
い
か
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
御
参

加
を
い
た
だ
き
、
問
題
意
識
を
高
め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
れ
を
契

機
と
し
て
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

軸
と
し
た
高
度
先
端
技
術
が
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
産
業
振
興
に
大
き
く
貢

献
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
高
度
情
報
社
会
に
向
け
て

の
テ
レ
ト
ピ
ア
(
未
来
型
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
都
市
)
構
想
な
ど
に
つ

き
ま
し
て
は
、
商
工
会
議
所
を
は
じ

め
広
く
各
種
団
体
が
研
究
に
参
画
し

て
お
り
、
そ
の
指
定
を
受
け
る
よ
う

努
力
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

創
造
館

い
よ
い
よ
工
事
入
札

四
月
か
ら
開
校
し
ま
し
た
南
小
学

校
は
、

現
在
、
二
十
一
学
級
七
百
十

四
人
の
児
童
が
学
ん
で
お
り
、
引
き

続
い
て
体
育
館
お
よ
び
プ
ー
ル
の
建

設
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
上
小
地
域
広
域
行
政
事
務

組
合
で
進
め
て
い
ま
す
創
造
館
の
建

設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
よ
い
よ
工

事
の
入
札
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

上
回
城
跡
入
口
に
建
設
中
の
上
田

市
観
光
会
館
は
、
本
年
八
月
の
完
成

を
目
途
に
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
る

な
ど
、
計
画
さ
れ
て
い
る
各
種
の
事

業
が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
こ
と
は
、

関
係
の
皆
様
の
御
理
解
と
議
員
各
位

の
御
協
力
の
た
ま
も
の
と
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

主
な
条
例
の制

定
案

マ
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
制

定地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
職
員
の
定

年
年
齢
、
定
年
退
職
日
な
ど
に
つ
い

て
制
定
し
、
昭
和
六
十
年
三
月
三
十

一
日
か
ら
施
行
し
た
い
と
い
う
も
の

で
す
。

マ
上
田
市
観
光
会
館
条
例
制
定

上
田
市
の
観
光
事
業
お
よ
び
地
場

産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
郷
土
の

特
産
品
の
実
演
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設

け
誘
客
の
拠
点
と
な
る
よ
う
、
大
手

二
丁
目
八
番
四
号
に
上
田
市
観
光
会

館
を
設
置
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

一
般
会
計
補
正

予
算
案
の
主
な
内
容

今
固
め
補
正
額
は
十
億
五
百
九
十

三
万
三
千
円
て
、
こ
れ
に
よ
リ
愉
正

後
の
総
制
は
百
九
十
ヒ
応
六
千
・
札
訂

五
万
九
千
円
に
し
た
い
と
い
う
も
の

で
す
。
こ
れ
は
、
前
年
同
期
と
比
較

し
ま
す
と
六
%
の
伸
長
と
な

っ
て
い

ま
す
。

マ
歳
入
の
主
な
も
の

市
税
四
億
七
千
三
百
二
十
万
五
千

円
、
市
偵
二
億
八
千
九
百
七
十
万
円
、

国
庫
支
出
金
一
億
八
千
六
十

4
万
五

千
円
、
県
支
出
金
四
千
二
百
四
十
一

万
九
千
円
な
ど
、
い
す
れ
も
収
入
可

能
な
範
囲
で
計
上
し
ま
し
た

マ
歳
出
の
主
な
も
の

*
総
務
費

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
負

担
金
と
し
て
一
千
五
百
十
万
八
千
円

を
計
上
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
長

池
の
跡
地
に
建
設
を
進
め
て
い
ま
す

創
造
館
の
工
事
貨
追
加
分
な
ど
て
す

*
民
生
費

墓
地
整
備
事
業
と
し
て
二
千
七
百

五
十
九
万
円
余
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
改
善
対
策
事
業
の
一

環
と
し
て
、
現
京
、
浦
野
地
区
の
阿

鳥
川
沿
い
に
あ
り
ま
す
墓
地
が
大
雨

に
よ
り
浸
水
す
る
こ
と
か
ら
、
同
地

区
東
之
宮
地
籍
に
移
転
し
、
基
地
環

境
の
改
善
を
図
り
た
い
と
い
う
も
の

で
す
。
造
成
面
積
は
九
百
五
十
平
万

日
で
、
三
十
六
区
画
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
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こ
の
ほ
か
、
当
市
で
開
催
予
定
の

ほ
野
県
聴
力
障
害
者
球
技
大
会
へ
の

袖
助
金
な
と
を
計
上
し
ま
し
た
。

*
農
林
水
産
業
費

非
補
助
土
地
改
良
事
業
で
、
小
牧

地
区
に
お
け
る
取
付
道
路
の
用
地
買

収
的
一
億
二
千
三
百
万
円
お
よ
び
工

下
両
負
費
九
千
四
百
万
円
の
追
加
補

正
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
塩
田
平
県
営
か
ん
が

い
排
水
事
業
負
刊
金
四
千
七
百
六
十

四
万
五
千
円
、
神
畑
県
営
農
免
道
路

事
業
負
担
金
一
千
八
百
六
十
六
万
七

千
円
、
塩
田
西
部
県
営
ほ
場
整
備
事

業
補
助
金
一
千
三
百
十
一
万
四
千
円
、

上
室
幻
団
体
営
ほ
場
整
備
事
業
補
助

金
一
千
五
百
五
万
九
千
円
な
ど
、
農

村
基
盤
の
整
備
を
進
め
る
た
め
の
各

種
負
担
金
お
よ
び
補
助
金
一
億
三
千

五
百
八
十
八
万
四
千
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

ま
た
、
特
定
地
域
農
業
振
興
総
合

対
策
事
業
の
追
加
分
と
し
て
、
塩
田

新
町
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
石

神
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
伴

う
補
助
金
五
百
万
七
千
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

*
商
工
費

来
る
九
月
七
日
・
八
日
の
両
日
、

当
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
信
州
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
実
行
委
員
会
に
対
す
る
補
助
金
七
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十
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

先
端
技
術
の
一
つ
で
あ
る
生
命
工
学

に
つ
い
て
、
各
界
の
権
威
者
を
招
い

て
県
下
で
初
め
て
聞
か
れ
る
も
の
で

あ
り
、
県
と
と
も
に
後
援
し
て
い
く

も
の
で
す
。

懸
案
の
上
田
市
観
光
会
館
が
、
い

よ
い
よ
九
月
一
日
開
館
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
が
、
運
営
方
法
の
詳
細
は

現
在
検
討
中
で
、
当
面
、
会
館
の
運

営
に
必
要
な
需
要
費
な
ど
を
中
心
に

八
十
九
万
四
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

*
土
木
費

補
助
事
業
の
内
示
に
よ
る
も
の
が

大
半
で
す
。
ま
ず
、
小
牧
川
辺
町
線

の
工
事
費
九
千
二
百
二
十
万
円
、
国

分
線
の
用
地
費
と
補
償
費
で
八
千
八

百
万
円
な
ど
、
小
牧
橋
関
連
の
道
路

新
設
改
良
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
公
園
事
業
費
と
し
て

別
所
公
固
め
テ
ニ

ス
コ

ー
ト
四
面
と

子
供
の
広
場
な
ど
の
工
事
費
六
千
九

百
三
十
五
万
円
、
市
民
の
森
の
第
一
・

第
二
グ
ラ
ン
ド
お
よ
び
園
路
の
工
事

費
一
億
二
千
四
百
八
十
万
円
を
、
ま

た
、
長
池
公
園
に
つ
い
て
は
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
、
遊
歩
道
お
よ
び
整
地

工
事
費
と
し
て
三
千
四
百
七
十
六
万

八
千
円
な
ど
、
い
ず
れ
も
昭
和
五
十

八
年
度
継
続
事
業
と
し
て
実
施
し
て

い
く
も
の
で
す
。

交
通
対
策
事
業
費
と
し
て
、

上
田
市
で
は
、
か
ね
て
か
ら
関
越

自
動
車
道
上
越
線
の
う
ち
、
ま
だ
基

上
回

駅
構
内
自
転
車
駐
車
場
の
開
設
に
伴

う
諸
経
費
百
十
五
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。
ま
た
、
歩
道
設
置
事
業
と
し

て
、
市
道
中
之
条
一
四
号
線
百
六
十

日
区
聞
の
工
事
費
な
ど
で
六
千
七
百

七
十
万
円
、
お
よ
び
継
続
事
業
の
市

道
川
原
柳
豊
里
線
二
百
八
十
九
灯
区

閉
め
工
事
費
一
千
二
百
六
十
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
、
歩
行
者
の
安
全

と
車
両
の
円
滑
な
運
行
を
確
保
し
て

い
き
ま
す
。

*
教
育
費

西
小
学
校
便
所
改
修
工
事
費
と
し

て

一
千
百
五
十
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
下
水
道
工
事
が
着
手

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
老
朽
化
し
た
施

設
の
改
修
に
併
せ
水
洗
化
を
図
る
と

い
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
文
化
財
保

護
の
立
場
か
ら
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
信
濃
国
府
跡
緊
急
確
認
調
査
を
進

め
て
い
く
ほ
か
、
本
年
度
新
た
に
国
・

県
の
補
助
を
受
け
て
原
田
遺
跡

(
西

塩
田
地
籍
)
お
よ
び
西
野
竹
遺
跡
の

埋
蔵
文
化
財
緊
急
発
掘
調
査
の
た
め

の
委
託
料
と
し
て
三
百
万
円
余
を
計

上
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
補
助
金
と
し
て
、
来
る

七
月
十
九
日
県
下
五
会
場
で
実
施
が

予
定
さ
れ
る
世
界
合
唱
祭
補
助
金
、

お
よ
び
八
月
に
実
施
予
定
の
信
州
青

年
連
帯
の
船
参
加
者
補
助
金
を
計
上

l
レ
ふ
手

l
レ
わ
~
。

は
、
内
閣
総
理
大
臣
が
会
長
で
あ
る

「
国
土
開
発
幹
棉
自
動
車
道

寄附行為の

禁止に御協力を

上岡市議会議員一同

盛
夏
を
迎
え
て
、
市
民
の
皆
様
に

は
、
ま
す
ま
す
御
清
栄
の
こ
と
と
拝

察
申
し
上
げ
ま
す
。

御
承
知
の
と
お
り
、
政
治
資
金
規

正
法
お
よ
び
公
職
選
挙
法
は
、
政
治

活
動
な
ど
に
関
す
る
寄
附
に
つ
い
て

種
々
の
制
限
を
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

市
議
会
議
員
は
、
法
の
趣
旨
に
従
っ

て
「
寄
附
行
為
の
禁
止
に
つ
い
て
」

次
の
事
項
を
敵
守
し
て
い
き
ま
す
。

従
来
の
慣
行
を
考
え
ま
す
と
き
、
非

礼
に
わ
た
る
こ
と
も
あ
り
得
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
の
深
い

御
理
解
と
御
協
力
を
お
願

い
申
し
上

げ
ま
す
。

な
お
、
虚
礼
廃
止
の
申
し
合
わ
せ

に
よ
り
、
年
賀
、
寒
暑
見
舞
状
も
自

粛
し
ま
す
の
で
、
併
せ
て
御
了
承
の

程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

戸
]--=

ロ

一
、
寄
附
行
為
は
、
い
か
な
る
理
由

を
も
っ
て
す
る
も
全
廃
す
る
。

二
、
慶
弔
(
結
婚
式
、
葬
儀
、
法
要
、

起
工
式
、
落
成
式
、
入
学
式
、
卒
業

式
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
各

種
会
合
を
含
む
)
に
お
け
る
祝
儀
、

香
典
、
生
花
、
花
輪
、
供
物
、
カ

ッ
プ
な
ど
の
金
品
を
贈
る

こ
と
は

廃
止
す
る
。

三
、
御
中
元
、
御
歳
暮
は
廃
止
す
る
。

四、

災
害
に
対
す
る
見
舞
の
た
め
金

品
を
贈
る
こ
と
は
廃
止
す
る
。

五
、
陳
情
や
一
般
各
種
団
体
旅
行
な

ど
に
お
け
る
乗
物
、
金
品
、
飲
食

の
提
供
は
行
わ
な
い
。

六
、
以
上
の
こ
と
は
、
各
議
員
後
援

会
の
名
に
お
い
て
行
う
場
合
も
同

様
と
す
る
。

昭
和
五
十
九
年
七
月
一
日

て

ま



テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
伝
州
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
実
行
安
民
会
に
対
す
る
補
助
金
七

戸 部部 914り~だえつ一(5)一一一・u刊 159年 7}J 1日 広報

7月25日・上岡市民会館

い
く
も
の
で
す
。

交
通
対
策
事
業
費
と
し
て
、
上
回

年
連
帯
の

1
レ
占
よ

l
v
わ九
。

上
回
市
で
は
、
か
ね
て
か
ら
関
越

自
動
半
道
上
峰
線
の
っ
ち
、
ま
だ
基

本
計
画
路
線
の
ま
ま
で
遅
れ
て
い
る

佐
久
l
更
埴
閉
め
建
設
促
進
の
運
動

を
強
力
に
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の

結
果
、
昨
年
十
二
月
に
は
、
す
で
に

皆
さ
ん
の
御
承
知
の
と
お
り
「
素
案

ル
l
ト
」
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

は
、
内
閣
総
理
大
臣
が
会
長
で
あ
る

「
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
審

議
会
」
(
以
下
「
国
幹
審
」
と
い
う
)

の
審
議
を
経
て
、
盤
備
計
画
路
線
へ

の
格
上
げ
を
必
要
と
し
ま
す
。

こ
の
審
議
の
資
料
作
成
の
た
め
、

ま
ず
概
略
ル

l
ト
を
決
め
て
沿
線
の

自
然
、
環
境
な
ど
い
わ
ゆ
る
「
環
境

影
響
評
価
調
査
」
を
実
施
し
、
こ
れ

と
並
行
し
て
路
線
の
技
術
的
な
検
討

を
も
し
、
次
回
の
「
国
幹
審
」
め
場

で
審
議
さ
れ
る
よ
う
条
件
整
備
を
緊

急
に
整
え
る
必
要
が
あ
り
、
「
素
案
ル

ー
ト
」
が
発
表
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

整
備
計
画
路
線
へ
の

格
上
げ
を

き
て
、
関
越
自
動
車
道
上
越
線
が

実
際
に
工
事
に
着
手
さ
れ
る
た
め
に

長野県の高速自動車道概要図

佐久~更埴聞の建設促進、、課題

札
に
わ
た
る
こ
と
も
あ
り
得
る
か
と

一
日
も
早
く
関
越
道
の

供
用
開
始
を

全
国
的
に
農
業
を
始
め
と
す
る
産

業
経
済
、
あ
る
い
は
観
光
な
ど
が
飛

躍
的
に
発
展
し
て
い
る
地
域
は
、
高

速
道
、
新
幹
線
に
接
近
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
状
況
を
み
ま
す
と
、
上
田
市

と
し
て
も
、
一
日
も
早
く
関
越
道
の

供
用
開
始
を
望
み
た
い
わ
け
で
す
。

高
速
道
の
も
た
ら
す
影
響
は
良
い

こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
音
を
始
め

と
す
る
悪
影
響
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
泣
代
土
木
技
術
に
よ
っ
て

解
決
で
き
る
こ
と
も
多
分
に
あ
り
、

こ
れ
ら
へ
の
対
応
を
市
と
し
て
は
関

係
者
と
一
丸
と
な
っ
て
処
理
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、

御
理

解
、
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
次
固

め
「
国
幹
審
」
に
向
け
て
上
田
市
を

始
め
と
す
る
沿
線
十
五
市
町
村
は
、

関
越
自
動
車
道
建
設
・

地
域
道
路
網

整
備
促
進
住
民
大
会
を
次
の
と
お
り

開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
市
民

の
皆
さ
ん
、
こ
の
大
会
の
趣
旨
を
お

く
み
取
り
い
た
だ
き
大
勢
の
御
出
席

を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き
・
:
七
月
二
十
五
日
附
午
後
二

時
か
ら

と
ニ
ろ
:
・
上
田
市
民
会
館

昭
和
五
十
九
年
七
月
一
日

あなたの考えを市政提言電話へ

ft25-2539(留守番電話)

市では、「市政提言電話」を設置しています。

あなたの建設的な御意見、御提案をお待ちし て

います。開設時間は、午前 9時から午後 8時ま

でです。

あなたも御参加を

部落差別をなくす市民大行動
部落の完全解放を図るため、今年も「第 9回部

落差別をなくす市民大行動」を 7月17日(火)午後 2

時から市民会館で行います。市民の皆さんに同和

問題に対する理解と認識を深めていただき、差別

めない明るいまちづくりのために大勢の皆さんの

御参加をお願し、します。
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各
所
で
熱
い
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

訪
中
の
感
想
に
つ
い
て
永
野
市
長
川

は
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
所
で
心
か
ら
の
歓
J

迎
を
受
け
、
た
い
へ
ん
感
銘
を
受
け
J

ま
し
た
。
人
間
性
に
つ
い
て
は
学
ぶ
川

点
が
多
い
。
こ
れ
か
ら
も
友
好
の
輪
川

を
広
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
川

お
、
中
国
側
か
ら
経
済
・
技
術
援
助
川

な
ど
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
川

ど
も
の
で
き
る
範
囲
で
協
力
し
た
い
」
川

と
述
べ
ま
し
た
。

aa

川

す念
品

'
i
v

川

て

川主
園

足
川

の
川

r』
E

、

相
…
ぎ
融
肌
・

カ

川

草

川

一主
主

早

川

由

回

川

荒

川

上

田

市

自
治
会
連
合
会
で
は
い
七

風

川
月
十
四
日
間
、
十
五
日
川
に
「
祇
町

制

J

祭
り
」
を
行
い
ま
す
。

郊
川

当
日
は
、
下
図
の
と
お
り
市
街
地

か
一

の
部
分
の
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま

園
川
す
交
通
境
制
時
間
は
、
じ
月
卜
問

中
へ
日
が
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
同
十
時

ま
で
、
十
五
日
が
午
前
九
時
三
十
分

市
民
友
好
訪
中
団
が

中
国
を
訪
問

永
野
市
長
を
団
長
と
す
る
上
田
市

民
友
好
訪
中
団
一
行
二
十
五
名
が
、

こ
の
ほ
ど
中
国
を
訪
問
し
て
き
ま
し

た
。
市
民
友
好
団
と
い
う
形
で
は
県

下
で
初
め
て
で
、
五
月
五
日
か
ら
同

十
六
日
ま
で
の
日
程
で
北
京
、
石
家

荘
、
西
安
、
上
海
な
ど
の
省
・
市
政

府
や
学
校
、
工
場
を
表
敬
訪
問
し
、

えつ広報戸 部 914サ14号~

旬
ミ j京大
1柳手
第第
四三

藤樋
沢 o
酒

造廃
男 き
さん
ん(
( 上
八 川

誉会
る

石家荘市を訪れ、周副市長と会談する永野団長(左)

安当と
刀ミ

か
ら
正
午
ま
で
で
す
。
皆
さ
ん
の
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
臨
時
バ
ス
停
も
、
十
四
日

が
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
十
時
、
十

五
日
が
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
正
午

ま
て
で
す
。
見
制
時
間
的
炉
、，j
誌
は
、

平
常
の
ハ
ス
停
位

E-
に
も
ど
リ
ま
す



一
・'刈
J

大
手
第
一
二
)
、
樋
口
虞
さ
ん
(
上
川

一
さ
一

原
柳
第
四
)
、
藤
沢
酒
造
男
さ
ん
(
八

一
同
門

一

木
沢
第
五
)
が
、
監

事

に

は

林

重

孟
司
一

正
さ
ん
(
上
紺
屋
町
)
、
今
井
一
郎
さ

一ゆ一ゾ一

ん
(
下
房
山
西
部
)
、
網
野
弥
蔵
さ
ん

一
4ψ
一

(
院
内
東
町
)
が
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
り
、

一
似
し
一

一
年
間
、
御
苦
労
を
い
た
だ
き
ま
す
。

一
汁
イ
一

な
お
、
各
地
区
に
は
、
お
お
む
ね

一
勺
」
一

一
引
則
一

納
税
組
合
が
組
織
さ
れ
納
税
の
便
を
六
月
十
五
日
、
土
屋
国
男
さ
ん
(
諏
に
は
昭
和
五
十
六
年
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

「
合
一

図
っ
て
い
ま
す
。
税
金
は
、
納
税
組
訪
形
・
新
任
)
、
宮
原
泰
助
さ
ん
(
柳
御
活
躍
い
た
だ
き
ま
し
た
。
御
苦
労

メ
よ
」

合
を
通
じ
て
納
付
さ
れ
ま
す
と
、
納
沢

・
新
任
)
、
小
池
恭
平
さ
ん
(
手
塚
・
さ
ま
で
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
五
十
九
年
度
納
税
組
合
め
忘
れ
も
な
く
組
合
に
は
奨
励
金
も
再
任
)
が
、
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
三
氏
の
ほ
か
に
、
次
の
九
氏
の
皆

連
合
会
の
役
員
の
皆
さ
ん
が
決
ま
り
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
未
加
入
の
皆
誰
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
辞
任
さ
ん
が
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活

ま
し
た
。
会
長
に
は
荻
久
保
今
朝
平
さ
ん
は
納
税
組
合
に
加
入
さ
れ
、
納
さ
れ
ま
し
た
朝
日
松
司
き
ん
(
千
曲
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ん
(
下
常
田
第
四
)
が
七
年

連

続

税

に

御
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

町
)
に
は
昭
和
五
十
二
年
か
ら
、
ま
清
水
幹
崇
さ
ん
(
岩
門
)
、
坂
田
堅

つ

で
、
副
会
長
に
は
大
井

昇
さ
ん
(
北

願
い

し
ま
す
。

た
同
じ
く
橋
詰
藤
雄
さ
ん
(
鈴
子
)
こ
さ
ん
(
大
屋
)
、
横
山
勇
司
さ
ん
(
仁

報広口
μ

司

i年Nn 

円

t
m 914 ¥}_ 

納税組合連合会

新役員決まる

だえ

人
権
擁
護
委
員

3
氏
の
皆
さ
ん
に
委
嘱

希望する年齢 減額率

60歳以上
0.42 61歳未満

61歳以上
0.35 62歳未満

62歳以上
0.28 63歳未満

63歳以上
0.20 64歳未満

64歳以上
0.11 65歳未満

:一一;: 65歳になったんですが、年金は自動的

:同]:に受けられるのでしょうか。手続きをす

----"るとしたらどう したらよろ しいですか O

hh-: 年金を受けるには、受給の条件が整つ

j官言 jても自分で請求を して裁定を受けなけれ

はな りません(裁定請求)。一般に意外 と

知 られていないのが、 年金受給には本人の請求

が必要だということです。 ここ でいう「請求」

というのは、 社会保険庁に対し て給付 を受け る

権利である受給権ヵ、あ るか、ないかの確認を求

めることであ り、また「裁定」とは、権利の発

生を確認 してもらう ことです。

年金の受給権の時効は 5年です。権手Ijが発生

しているのに 5年間請求 しないでいると 、その

権利が消滅して年金をもらい そこねたりしかね

ません。あなたの場合は 、 5年を経過していな

いので大丈夫です。

年金を受け るための手続きは、 市役所国保年

金課国民年金係(1階 ・18番窓口)においでい

ただき、「裁定請求書」を 出すことが必要です。

その際、「老齢年金」の場合は印鑑と年金手帳

が必要となります。 また、国民年金と他の公的

年金(厚生年金 ・共済組合 ・恩給など)の期間

を通算して年金を受ける「通算老齢年金」の場

合は、年金の種類ごと必要な書類が異な ります

ので国民年金係へお問い合わせください。

老齢・通算老齢年金は繰り上げ受給できます

老齢・通算老齢年金は

原則 として65歳から受け 減額率

られますが、希望すれば

65歳になる前でも年金を

受けるこのができます

(繰り上げ受給)。ただし、

この場合の年金は一生減

額きれますので、御注意
くだ‘さし、。

※老齢年金については、

年齢により年金が増額

きれる繰り下げ受給も

できます。

〈国保年金諜年金係官⑫ 4100内線284・有線② 0711> 

年金を受けるには

古
田
)
、
小
泉
義
雄
さ
ん
(
上
小
品
て

田
口
玲
さ
ん
(
中
央
六
)
、
小
出
一

則
さ
ん
(中
吉
田

)
、
坂
井
太
引
美
さ

ん
(
常
国
一
二
、
飯
島
英
子
さ
ん
(
築

地
)
、
成
沢
、
キ
ク
ノ
さ
ん
(
織
が
丘
二
)

人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
憲

法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
国
民
の
基
本

的
人
権
、
す
な
わ
ち
生
命
や
自
由
お

よ
び
幸
福
追
求
な
ど
の
権
利
が
犯
さ

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
監
視
し
て
い

ま
す
。
も
し
、
こ
れ
ら
の
権
利
が
犯

さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
救
済
の
た

め
速
や
か
に
適
切
な
処
置
を
と
る
な

ど
、
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
た
め

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
御

相
談
く
だ
さ
い
。

f♂♂ーネ土会イ呆険出張相談日九九九""i:

~ (7月) ~ 
:> _"__~..w. III~~.&.I.I.~ r第 1火曜日 3日 4 t 女千幽川左岸地区 ~ ::.: ~ / ，".~: ."- ~ ~ 
'> .-. --.-..--- l 火曜日 げ 日 4 

} 会場・ー松尾工業株式会社(川辺町) ~ 

( *千幽川右岸地区 {第2火曜日 10日 j 2 .-. --.-..--- l第 4火曜日 24 B ~ 

t 会場一・海野町会館(海野町) ~ 

~ 0各会場とも午前10時~午後 3時 } 
4 お問い合わせ..上回商工会議所 h 
( (伊藤ビル内 )fi⑫4500 ~ 
"字、品戸ト吋νペF、レ♂ト吋レ'"、レ川ト吋ン々 、.:/令、る'守、..，_..，.、......，ト吋レ川ト吋ン守、、ν♂ト吋レ弓、温〆ペ"'"'ぞ.v弓ヘu々p、とJ弓"-'守.. 



事
な
仕
事
の
一
つ
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
農
政
の
実
施
と
展
開

は
、
農
業
者
自
ら
の
創
意
と
自
主
性

を
盛
り
込
ん
だ
農
政
に
待
つ
と
こ
ろ

が
大
で
す
が
、
さ
ら
に
地
域
の
農
業

生
産
を
再
編
強
化
し
て
農
業
の
体
質

改
善
を
い
っ
そ
う
図
る
こ
と
が
最
も

大
事
な
こ
と
で
、
そ
の
た
め
に
は
地

域
に
お
い
て
、
積
極
的
に
農
業
者
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
集
し
、
そ
の
発
意

を
基
に
合
意
づ
く
り
や
農
用
地
利
用

の
調
整
、
改
善
を
行
い
つ
つ
足
腰
の

強
い
農
業
経
営
を
育
成
し
て
い
く
と

い
う
地
元
対
応
が
必
要
で
す
。

一
農
業
委
員
は

地
域
の
中
心
的
推
進
役

一

農
業
委
員
は
、
地
域
農
業
の
中
心

的
な
推
進
役
と
し
て
、
農
家
の
人
た

ち
と
の
「
つ
な
が
り
」
を
密
に
し
、

最
も
身
近
な
よ
き
相
談
相
手
と
し
て

農
家
の
声
を
農
政
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
任
務
が

あ
り
ま
す
。

七
月
十
五
日
間
は
、
任
期
満
了
(
三

年
)
に
よ
る
農
業
委
員
の
選
挙
が
全

国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
以
上
の
こ

と
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
御
理
解
の
う
え
、

信
頼
と
行
動
力
の
あ
る
人
を
農
業
委

員
に
選
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切

で
す
'
。

だ II{件[159年 7Jj 1 H一一一ー(8)ー

子
供
の
水
の

事
故
を
な
く
そ
う

ア
月
何
回
目
は
農
業
委
員
選
挙

月 水死 交通事故死

6月 71人 64人

7月 123 71 

8月 164 103 

上
の
表
を
御
覧

く
だ
さ
い
。
こ
れ

は
昨
年
の
六
月
か

ら
八
月
ま
で
に
、

水
の
事
故
で
亡
く

な
っ
た
子
供
(
中

学
生
以
下
)
の
数

と
、
交
通
事
故
で

亡
く
な

っ
た
子
供

の
数
で
す
(
警
察

庁
調
べ
)
。
こ
れ
を

見
る
と
、
水
死
は
交
通
事
故
死
の
約

一
・
五
倍
と
い
う
驚
く
べ
き
数
字
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
水
難
事
故
の
ほ
と
ん
ど

は
、
保
護
者
が
そ
ば
に
い
な
い
と
き

に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
の

防
止
と
と
も
に
、
子
供
の
水
難
事
故

に
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
を
し
ま
し
ょ

、「ノ
。

安全は家庭・学校・

職場・地域ぐるみで

7月1日は国民安全の日

公
⑫
四
一

0
0
内
線
三
三
七
J

有
②
O
七

六

一

」

割
は
大
き
く
、
さ
ら
に
農
用
地
利
用

増
進
法
を
始
め
と
す
る
農
地
関
係
法

に
基
づ
く
各
種
の
事
業
や
運
動
、
農

政
対
策
を
推
進
し
て
、
地
域
農
業
の

振
興
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
ま

す
。

足
腰
の
強
い

農
業
経
営
を

一

農
業
委
員
会
は
、
農
地
に
係
る
あ

っ
せ
ん
事
業
や
農
用
地
高
度
利
用
促

進
事
業
、
農
用
地
利
用
増
進
事
業
な

ど
多
く
の
事
業
を
行
っ
て
適
正
な
農

地
の
流
動
化
を
図
り
、
農
家
の
生
活

向
上
と
地
域
農
業
の
振
興
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
農
業
経

営
や
農
家
生
活
安
定
の
た
め
の
重
要

な
仕
事
を
担
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も

農
業
者
年
金
の
事
業
は
、
農
業
経
営

者
の
若
返
り
と
老
後
の
生
活
安
定
を

得
る
た
め
、
年
金
の
加
入
促
進
と
制

度
の
改
善
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
大

農
業
委
員
会
は
、
公
職
選
挙
法
に

基
づ
い
て
選
ば
れ
た
農
業
委
員
と
、

議
会
や
農
協
な
ど
で
推
薦
さ
れ
た
代

表
に
よ
る
選
任
の
農
業
委
員
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
第
一
に
農
地
を
あ
ず
か

る
行
政
機
関
と
し
て
の
機
能
、
第
二

に
農
政
の
普
及
推
進
を
図
る
機
能
、

第
三
に
農
業
、
農
業
者
の
利
益
代
表

と
し
て
の
機
能
、
以
上
三
つ
の
役
割

を
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
農

地
法
に
よ
る
農
地

の
関
係
業
務
の
役

えつ広報

〈
交
通
安
全
標
語
〉

左三 運

γ転
ばは
り

思り
ぷlk
りり

ー第 914号914 .~ト ー

み
を
受
け
付
け
ま
す
。
自
治
会
、
職

場
な
ど
で
踊
り
述
、
み
こ
し
連
、
太

鼓
連
を
つ
く
っ
て
下
記
の
要
領
で
お

踊
り
の
練
習
は

ゐ 5

固図固 1口

上
上回
田市

市大

高手
工|

部の

観 11
光の
課 16
内

連
を
つ
く
っ
て
申
し
込
も
う



__m 

思
い
や
り

連
を
つ
く
っ
て
申
し
込
も
う

市
民
の
祭
り

「上
回
わ

っ
し
ょ
い
」

は
、
今
年
で
十
三
回
目
を
迎
え
ま
す
。

じ
川
二
卜
八
日
の
夜
は
、
家
族
そ
ろ

う
て
来
し
く
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

「
連
」
の
申
込
受
付

七
月
二
日
か
ら
「
連
」
の
申
し
込

だ

7/28は)

えつ一(9)一一一-lIfi相59年 7JJ 1日 広報

第13回

~æ 

み
を
受
け
付
け
ま
す
。
自
治
会
、
職

場
な
ど
で
踊
り
連
、
み
こ
し
速
、
太

鼓
速
を
つ
く

っ
て
下
記
の
要
領
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日
は
七
月
十
六
日
間
で

す
。
締
切
日
を
過
ぎ
て
か
ら
の
お
申

し
込
み
は
、
連
の
出
発
場
所
の
関
係

か
ら
受
け
付
け
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

御
注
意
く
だ
さ
い
。

得
る
た
め
、
年
金
め
加
入
促
進
と
制

度
の
改
善
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
大

田

上
田
市
大
手
の
け
の
ほ
山

岡

上
田
市
商
工
部
観
光
課
内

い
国

品
紗司

taい

世

仮
事
務
所
行

国人連
数 名

'J、お「
堂( と

生 Zな

生
L 

:). 

上~
) 踊み

りし

太

世
名名 )

団
体
名

代
表
者
名

住
所

電
信

員
に
選
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
か
大
切

で
す
。踊

り
の
練
習
は

踊
り
の
講
師
が
必
要
な
連
に
は
、

上
田
民
踊
連
合
会
の
会
員
の
皆
さ
ん

が
指
導
に
行
き
ま
す
。
講
師
の
皆
さ

ん
の
連
絡
先
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
最
寄
り
の
講
師

へ
お
申
し

込
み
く
だ
き
い
。
講
師
へ
の
謝
礼
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
送
迎
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
の
交
通
規
制
な
ど
に

つ
い
て
は
、
次
号
の
「
広
報
う
、
え
だ
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

氏 名 {主 戸斤 電 長舌

中 沢てい子 上川 原柳町1497-17 22-9361 

西 沢 貞 常磐城 1- 7-15 22-8985 

近藤敏子 中央西 2- 5- 2 22-1674 

丸 山和 江 常 国 3- 2- 4 22-6559 

水聖子錦子 五加 1149- 1 38-2414 

中 村 久枝 川辺町872 22-4819 

山 崎; よしゑ 上川原柳町1757- 8 22-5684 

両角 かね代 三好町520 24-8357 

金沢佐多子 中央 2-24- 3 23-0582 

倉 沢 とき子 染屋2062- 8 24-1037 

池 田 武子 常磐城 1- 7-19 24-8990 

三輪 歌子 中央 3- 8 -22 24-0825 

菅沼せきじ 上塩尻206- 7 27-6417 

石巻延子 桜台市住 102号 35-2185 

滝 沢良 J工 中央北 2- 7- 2 23-1438 

市 )11 久子 岡734 31-3305 

清水考子 天神 4-21- 7 24-5344 

高橋 きみ子 神畑246- 1 22-8321 

井戸 久子 :常入 1-11-32 24-3976 

小松雪子 緑が丘 1-10-20 22-7072 

佐藤恵美子 上沢1471-20 24-1513 

(敬称田昌)上回わっしょい踊り講師一覧表
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お知らせ
え

お
年
寄
り
を
敬
う

作
文
を
募
集
し
ま
す

つ広報

社
会
課
高
齢
者
婦
人
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
8

平
均
寿
命
が
延
び
て
高
齢
化
社
会

が
急
速
に
進
む
現
在、

お
年
寄
り
と

若
い
人
と
が

一
体
と
な

っ
た
住
み
よ

い
社
会
の
建
設
は
急
務
と
な
っ

て
い

ま
す
。
お
年
寄
り
に
は
、

健
康
で
、

豊
か
で、

退
屈
し
な
い

明
る
い
社
会

環
境
が
必
要
で
す
。

市
で
は
、
お
年
寄
り
を
敬
い
、
い

た
わ
り
、
励
ま
し
の
思
想
を
普
及
さ

せ
る
た
め
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
作
文
を
募
集
し
ま
す
。
多
数
の
御

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

戸部914号914号~

節
水
に
御
協
力
を

5月竹目、東塩田の西光寺・西川秀栄住
職に、市長から感謝状を差し上げました。
これは、西光寺の住職ガ、200余年にわ芝っ
て代々鐘をついて地威の人たちにお昼の時
間を知らせてきたことに対して、I也戚の人
定ちの感謝の気持ちを代表して市長から感
謝状を差し上げだものです。

応
募
資
格
:
・
市
民
な
ら
ど
な
た
で
も

応
募
で
き
ま
す
。

作
文
の
内
容
・
:
お
お
む
ね
次
の
中
か

ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
老
人
を
敬
う
思
想
を
普
及
さ
せ

る
も
の

②
老
人
を
真
ん
中
に
和
気
あ
い
あ

い
の
家
庭

③
こ
ん
な
お
年
寄
り
の
生
き
方
は

す
ば
ら
し
い

④
お
年
寄
り
と
暮
ら
し
て
感
銘
し

て
い
る
こ
と

原

稿

・:
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
二

枚
前
後
と
し、

原
稿
の
末
尾
に
は

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
児
童

・

生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
学
校
名
、
学

年
、
組
も
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

締
切
日

:
八
月
二
十
二
日
附

応
募
先
・:
千
3
8
6

市
内
大
手

心
身
障
害
児
の

上
田
市
役
所

一
ー
一

一
l
一
六

社
会
課

審
査
基
準
・
・
・
お
年
寄
り
を
温
か
く
励

ま
し
、
い
た
わ
り
、
敬
老
思
想
の

普
及
に
役
立
つ
も
の
と
し
ま
す
。

入

選

・
:
入
選
は
十
編
を
予
定
し
、

記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

「
広
報
う
え
だ
」
や
市
内
三
有
線

を
通
じ
て
発
表
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
の

で
御
承
知
く
だ
さ
い
。

届
い
て
い
ま
す
か

新
し
い
国
保
の
保
険
証

国
保
年
金
課
国
保
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
2
・

2
8
1
有
線
②

0
7
1
1

七
月

一
日
か
ら
、
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
証
(
保
険
証
)
が
、
新

し
く
な
り
ま
し
た
。
新
し

い
保
険
証

は
黄
色
で
す
。
国
保
協
力
会
に
御
加

入
の
皆
さ
ん
は
協
力
会
を
通
じ
て
、

そ
の
ほ
か
の
皆
さ
ん
に
は
郵
送
な
ど

で
お
届
け
し
ま
し
た
。

ま
だ
届
い
て
い

な
い

、
内
容
が
誤

っ
て
い
る
な
ど
の
場
合
は
、
国
保
年

金
課
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

古
い
保
険
証
は
、

必
ず
国
保
年
金
課

ま
た
は
市
役
所
各
支
所

へ
お
返
し
く

月
二
十
三
日
、
十
月
二
十
五
日
、

十
二
月
二
十
七
日
、
六
十
年
二
月

二
十
八
日

J
-
t
白
、
。

ナ'ハ

A
C
L
V

使
用
済
み
乾
電
池
を

こ
の
7
月
か
ら
収
集

清
掃
事
務
所

宮
⑫
0
6
6
6
・
有
線
②

8
2
3
7

市
で
は
、

使
用
済
み
乾
電
池
の
分

別
収
集
を
七
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

週
に
一
回
の
不
燃
物
(
危
険
物
)
収

集
日
に
、
家
庭
で
不
用
に
な

っ
た
ビ

ニ
ー

ル
袋
に
入
れ
て
お
出
し
く
だ
さ

'ν
 身

体
障
害
者
・

精
神
薄
弱
者
相
談
員

に
御
相
談
を

福
祉
課
福
祉
係

宮
⑫
4
1
0
0内
線
3
7
3

長
野
県
と
上
田
市
は
、
下
表
の
十

二
名
の
皆
さ
ん
に
、
身
体
障
害
者
・

精
神
薄
弱
者
相
談
員
と
し
て
相
談
業

務
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

悩
み
や
心
配
ご
と
な
ど
か
あ
り
ま

し
た
ら
、
最
寄
り
の
相
談
員
さ
ん
に

お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

な
ど
が
顕
著
で
す
。

ま
た
、
ぐ
犯
・
不
良
行
為
で
は
喫

(敬称田色)

委託者 氏 名 性別 住 所 TEL 

県 笠原正太郎 男 神畑821-6 22-4825 

" 小林 功 " 蛇沢1402 22-7574 

" 滝沢 一栄 " 上室J'0820-2 31-3068 

" 滝沢 7c " 大屋235-5 36-0164 

" 塩入敏明 " 鈴子1024-1 38-4326 

" 中村 均 " 大手2-6-28 22-5664 

身体障害者相談員

lき託者 氏 名 性別 住 所 TEL 

トー 県 大島かめよ 女 小泉53 25-2049 
IJ 金井勘j台 男 踏入2-13-2 22-5214 トー

1/ 
矢島 良造 " 大屋204 36-2131 トー

1/ 
吉岡儀兵衛 " 中央6-11-4 23-1405 

ト~

市 滝沢 祝 女 常磐城5-6-39 27-8471 トーー

1/ 
峯村 勝子 /1 富士山2837-2 38-2702 .._ 

(敬称田島)精神薄弱者相談員
月
十
九
日
か
ら
県
内
各
地
で
開
催
き

れ
ま
す



節
水
に
御
協
力
を

業
務
標
宮
⑫
4
1
0
0内
線
5
0
4

工
務
標
宮
⑫
4
1
0
0内
線
5
1
2

だ

当
市
水
道
の
水
源
は
、

神
川
と
千

曲
川
か
ら
の
表
流
水
で
賄
っ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
春
先
か
ら
の
か
ん

ば
つ
の
彫
響
で
水
源
水
量
が
徐
々
に

減
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
七
月
か
ら

八
月
の
夏
季
に
は
水
不
足
も
予
想
さ

れ
ま
す
。

水
道
水
の
節
水
に
つ
い
て
、
皆
き

ん
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
で
き
る
だ
け
水
道
の
同
時
使
用

は
や
め
、
洗
濯
な
ど
は
朝
夕
の
時
間

帯
を
避
け
て
御
利
用
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

えつ-ω一一一一 昭和59年 7月1E:l 広報

二
不
一

一生日一

公
共
下
水
道
の
供
用
を
開
始
し
ま

す
の
で
、
下
水
道
法
(
昭
和
三
十
三

年
四
月
二
十
四
日
法
律
第
七
九
号
)

第
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お

り
告
示
し
ま
す
。

上
田
市
長

締
明
日
・
:
八
月
二
十
二
日
附

応
募
先
:
・
千

3
8
6

市
内
大
手

心
身
障
害
児
の

早
期
診
断
を
実
施

保
健
予
防
課
保
健
相
談
室

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
9
3

有
線
②
0
7
2
2

上
田
保
健
所
で
は
、
脳
の
障
害
や

発
育
の
遅
れ
な
ど
発
育
・
発
達
上
で

心
配
の
あ
る
子
供
さ
ん
に
つ
い
て
、

専
門
医
に
よ
る
総
合
診
断
を
行
い

ま

す
。
異
常
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
障
害
の
発
生
を
防
い
だ

り
、
軽
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

心
配
な
こ
と
が
あ
る
方
は
、
お
気

軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き
・
:
偶
数
月
の
第
四
木
曜
日

(八

下
水
道
供
用
開
始
区
域

永
野
裕
貞

開
始
年
月
日
・
・
・昭
和
五
十
九
年
七
月

一
日

開
始
区
域
:
・
大
字
秋
和
、
常
磐
城
一
ニ
・

五
・
六
丁
目
、
緑
が
丘
三
丁
目
、

踏
入
一
・
二
丁
目
以
上
の
そ
れ
ぞ

れ
の
一
部

排
水
施
設
の
方
式
・
・
・
分
流
式

区
域
図
面
の
縦
覧
場
所
・
・・
下
水
道
課

縦
覧
期
間
:
・
七
月
一
日
か
ら
同
十
五

日
ま
で

古
い
保
険
証
は
、
必
ず
国
保
年
金
課

ま
た
は
市
役
所
各
支
所
へ
お
返
し
く

月
二
十
三
日
、
十
月
二
十
五
日
、

十
二
月
二
十
七
日
、
六
十
年
二
月

二
十
八
日
)

と
こ
ろ
・
:
上
田
保
健
所
二
階
(
上
回

合
同
庁
舎
内
)

費
用
:
・
無
料

(
た
だ
し
、
レ

ン
ト

ゲ
ン
な
ど
の
検
査
は
実
費
)

申
込
方
法
:・
市
役
所
保
健
予
防
課

へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

7
月
は
「
青
少
年
を

非
行
か
ら
守
る

全
国
強
調
月
間
」

青
少
年
課

程
⑫
4
1
0
0
内
線

6
8
1

今
月
は
、
全
国
一
斉
の
「
青
少
年

を
非
行
か
ら
守
る
強
調
月
間
」
で
す
。

こ
れ
は
、
非
行
が
芽
生
え
や
す
い
夏
に

実
施
す
る
も
の
で
、
次
代
を
担
う
青

少
年
の
健
全
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

近
年
は
、
上
田
市
内
で
も
少
年
の

非
行
や
不
良
行
為
が
増
え
続
け
て
い

ま
す
。
昭
和
五
十
八
年
中
、
上
田
警

察
署
管
内
に
お
い
て
刑
法
犯
で
検
挙

補
導
さ
れ
た
少
年
は
四
百
四
人

(内

女
子
百
五
十
一
人
)
で
し
た
。
そ
の

特
徴
的
な
傾
向
は
、
低
年
齢
化
、
中

学
生
の
非
行
化
、
女
子
の
万
引
増
加

おし
気た
軽 ら

御 最
相 寄
談り
くの
だ相主
き談と
い 員元
。き J
ん t

lこゴ

な
ど
が
顕
著
で
す
。

ま
た
、
〈
犯
・
不
良
行
為
で
は
喫

煙
、
深
夜
は
い
か
い
(
午
後
十
時
以

降
に
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
ふ
ら

つ
い
て
い
る
こ
と
)
、
飲
酒
な
ど
が
目

だ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
非
行
少

年
の
家
庭
で
は
、
子
供
の
動
向
に
全

く
気
づ
い
て
い
な
い

こ
と
が
多

い
よ

う
で
す
。

明
日
の
上
田
市
を
担
う
青
少
年
が

健
全
に
成
長
す
る
に
は
、
な
ん
と
い

っ
て
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
御
理
解
と

御
協
力
に
よ
り
、
地
域
や
家
庭
の
育

成
力
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
月
間
を
通
じ
て
、
子
供
た
ち
の

動
向
に
関
心
を
持
つ
と
と
も
に
、
大

人
か
ら
積
極
的
に
あ
い
さ
つ
や
「
愛

の
一
言
」
を
か
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

伸
び
る
芽
に

注
げ
厳
し
さ

温
か
さ

ー
世
界
合
唱
祭
川
上
田

1

交
歓
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
し
ま
す

中
央
公
民
館
宮
⑫
0
7
6
0

十
四
か
国
の
合
唱
団
を
迎
え
て
聞

く
「
第
一
回
世
界
合
唱
祭
」
は
、
七

月
十
九
日
か
ら
県
内
各
地
で
開
催
き

れ
ま
す
。

上
田
市
内
で
も
、
七
月
十
九
日
・

二
十
日
の
両
日
、
香
港
な
ど
三
か
国

の
出
場
団
体
と
地
元
の
上
田
合
唱
祭

参
加
団
体
や
東
信
合
唱
連
盟
加
盟
合

唱
団
な
ど
に
よ
る
交
歓
コ

ン
サ
ー
ト

が
予
定
き
れ
て
い
ま
す
。

〈
七
月
十
九
日
V

と
き
:
・
午
後
六
時
三
十
分
か
ら

と
こ
ろ
:
・
上
田
市
民
会
館
大
ホ

l
ル

出
場
団
体
・
:
香
港
児
童
合
唱
団
、
ム
ロ

北
師
専
付
属
小
学
校
合
唱
団
、

ム
ラ
|
リ

l
ド
合
唱
団
(
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
)
、
東
信
合
唱
連
盟
加
盟
合

唱
団
、
上
回
合
唱
祭
参
加
合
唱
団

な
ど

入
場
料
:
・
大
人
千
五
百
円
、
学
生
(
小

中
高
校
生
)
八
百
円
。
入
場
券
は

市
内
各
公
民
館
や
各
合
唱
団
、
プ

レ
イ
ガ
イ
ド
で
扱
っ
て
い
ま
す
。

〈
七
月
二
十
日
〉

翌
日
の
二
十
日
は
、
市
内
中
学
校

(
三
中
・
四
中
)
を
会
場
に
生
徒
も

参
加
し
て
プ
テ
イ
コ
ン
サ
ー
ト
が
聞

か
れ
ま
す
。

と

き

:
・
午
後
二
時
か
ら

と
ニ
ろ
:
・
市
立
三
中
(
台
北
師
専
付

属
小
学
校
合
唱
団
、
北
小

P
T
A

コ
ー
ラ
ス
)
、
市
立
四
中

(
ハ
ム
ラ

!
リ

l
ド
合
唱
団
、
城
南
コ
|
ラ

ス
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「
海
の
家
」
の
御
利
用
を

7
・
8
月
谷
浜
と
能
生
に

生
活
環
境
課
生
活
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
0
1

有
線
②

0
6
7
1

毎
年
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
好
評
の

「
上
田
市
海
の
家
」
を
今
年
も
七
月

一
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
ま
で
、
谷

浜
海
岸
と
能
生
浜
海
岸
に
開
設
し
ま

す
。
お
気
軽
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
開
設
場
所
〉

マ
谷
浜
海
岸
U

旅
館
「
飯
田
屋
」

新
潟
県
上
越
市
長
浜
一
三
五

北
陸
線
谷
浜
駅
下
車
、
駅
前

官

0
2
5
5
⑬
2
I
o
-
-
2

司

'
p
b

ヴ，

えつ広報

後五222
~乙I .lil ì丘 8切

|後本線

ー杭914号

マ
能
生
浜
海
岸

l
民
宿
「
か
な
は
ち
」

新
潟
県
西
頚
城
郡
能
生
町

北
陸
線
能
生
駅
下
車
、

パ
ス
で

約
五
分

914 ~ _ 

裁
判
所
職
員
の

2
0
2
5
5
6
⑥
2
3
1
6
 

「j毎の家」料金および利用時間
戸ーーー

利 用 ギト 金 利 用 時 間
一一 宿泊

小人3，700円 午後 1時大人 4，000円
翌日午前10時12 t!:(.j") 

飯田屋 午前10時~位止と800円ノj人 600円 午後4日
ト一一 戸 l 午後 1時~

的 t白 I大人 3冊。司小人 3，曲0円 翌日午後 2時2 t!:(.fi 1"" -' 

かなはち 午前10時~
日帰巾り 大人 800円 小人 600円 午後 4時

I i! 'J'むし

裁
判
所

で
き
る
だ
け
早
く
「
海
の
家
」
に
御

連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
料
金
・
利
用
時
間
〉

別
表
の
と
お
り
で
す
。
宿
泊
さ
れ

る
皆
さ
ん
で
、
こ
の
時
間
以
外
に
利

用
さ
れ
る
方
は
、
部
屋
を
専
用
で
き

ま
せ
ん
。
旅
館
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
超
過
時
間
に
つ
い
て
は
、

割
り
増
し
料
金
と
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
御
承
知
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
ホ
l
ム
講
座

の
受
講
者
を
募
集

生
活
環
境
課
生
活
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
0
1

有
線
②

0
6
7
1

長
野
県
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

で
は
、
消
費
生
活
上
の
法
礎
知
識
に

つ
い
て
、
学
樹
立
欲
が
あ
り
な
が
ら

い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
消
岱
生
活
セ

ン

タ
ー
な
ど
が
実
施
し
て
い
る
学
刊

の

場
に
出
席
で
き
な
い
消
沈
荷
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
、
通
信
制
の
消
代
生
活

ホ
l
ム
講
座
の
受
講
生
を
非
集
し
ま

す
。

応
募
資
格
:
・
山
内
に
お
札
ま
い
の
卜

八
歳
以
上
の
人
て
、
川
代
生
活
上

の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
学
自
立
欲

申
込
先
・
官
製
は
が
き
に
希
望
コ

ス
、
年
齢
、
性
別
、
氏
名
、
仏
所
、

電
話
番
号
を
御
記
入
の
う
、

を
お
も
ち
の
入

学
習
内
容
・
:
毎
日
の
消
費
生
活
を
安

全
で
正
し
く
合
理
的
に
営
む
う
え

で
必
要
な
恭
礎
知
識
に
つ
い
て
、

わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
と
と
も

に
楽
し
い
も
の
と
す
る
た
め
の
工

夫
を
こ
・
り
し
た
テ
キ
ス
ト
を
中
心

に
学
習
し
ま
す
。

学
習
期
間
・:
九
月
下
旬
か
ら
来
年
二

月
ま
で
の
約
五
か
月
間

募
集
定
員
・
:
東
信
地
区
で
二
百
人

受
講
料
・・
・無
料

募
集
期
限
・
:
八
月
十
八
日

ω

応
募
方
法
・
・
・
官
製
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
屯
話
番
号
、
職
業
、

応
必
理
由
を
御
記
入
の
う
え
、

干

3
8
6

市
内
大
手

一
一
一
-
|

一
六

上
田
市
役
所
生
活
環
境
課

生
活
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

身
体
障
害
者

職
業
訓
練
生
を
募
集

長
野
県
上
回
成
人
訓
練
セ
ン
タ
ー

宮
(⑮

3
1
1
8

訓
練
科
目
・
・
・
木
村
「
去
科

対
象
者
・
身
体
附
小
刀
打
子
阪
を
岬
作

し
て
お
り
、
訓
練
に
耐
え
ら
れ
る

皆
さ
ん

時
期
は
、
今
秋
の
予
定
で
す

訓
練
期
間
:
・
八
月

一
日
か
ら
卜
月
三

十
一
日
ま
で
の
三
か
月
間

訓
練
場
所
:
上
田
成
人
訓
練
セ

ン
タ

訓
練
目
標
・
・
・
木
彫
な
ど
木
工
芸
品
製

作
に
必
要
な
技
能
の
修
得

募
集
定
員
・
・
・
卜
名

募
集
締
切
:
・七
月
二
十
日
ゆ

(
た
だ

し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
)

特

典

:
・
①
受
講
料
は
無
料
で
す
(雇

用
保
険
な
ど
は
対
象
外
で
す

)

②
交
通
機
関
利
用
者
に
は
、
学
訓

が
発
行
さ
れ
ま
す
(
国
鉄
は
除
く
)

申
込
先
・
・
・
長
野
県
上
田
成
人
訓
練
セ

ン
タ
|

上回築城400年祭記念映画

「築城のまつり」放映
LfUケーブルビションでは、築城400年 祭 の 記

念映l陶i築城の まつり 」を 1チ ャンネルで:大の

とおり 6[pJ放映します。御はください内

!と き・・・ 7月21H (1:)午前 6時20分~、同10時20

分~、午後 0時20分~、同 3時20分一、

l，iJ 6時20分~、 1，，]10時20分~
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分総 L
能 I

生 J

駅 I

下 1
4正i

ス
で

裁
判
所
職
員
の

採
用
初
級
試
験

長
野
地
方
裁
判
所
事
務
局

総
務
課
人
事
第
一
係

官

0
2
6
2
⑫
4
9
9
1

だ

試
験
の
種
類
:
・
裁
判
所
職
員

(
裁
判

所
事
務
官
)
抹
用
初
級
試
験
お
よ

び
件
批
判
所
速
記
官
研
修
生
保
用
試

験
受
験
資
格
・
・
・

マ
初
級
試
験
H
H

昭
和
三
十
八
年
四
月

一一

日
か
ら
昭
和
四
十
二
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

マ
速
記
官
研
修
生

l
昭
和
三
十
九
年

四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
二
年

四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
い
ず
れ
も
性
別
、

学
歴
を
問
い
ま

せ
ん
。

申
込
用
紙
交
付
期
限
・
:
七
月
九
白
川

受
付
期
間
:
・
七
月
二
日
川
か
ら
七
月

九
日
川

(日
曜
日
を
除
く
)
の
午
前

九
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

(土

雌
日
は
午
後
零
時
三
十
分
)

な
お
、
郵
送
に
よ
る
申
込
受
付

は
、
七
月
九
日

ωま
で
の
消
印
の

あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

申
込
用
紙
の
交
付
:
・干
3
8
0

長

野
市
旭
町

一一

O
八

長
野
地
方

えつ一(13)一一一一H州 J59年 7H 1 H 広報

裁
判
所

と
き
め
き
学
級
の

受
講
者
を
募
集

県
斤
国
民
年
金
課

宮

0
2
6
2
⑩
0
8
5
5

長
野
県
国
民
年
金
福
祉
協
会
で
は、

国
民
年
金
の
加
入
者
か
受
給
者
を
対

象
に
、「
と
き
め
き
学
級
」
の
受
講
者

を
必
集
し
ま
す
。

内
容
は
、
健
康
相
談
と
血
圧
測
定
、

と
き
め
き
体
操
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

年
金
相
談
な
ど
豊
富
で
す
。
温
泉
に

も
入
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
お
誘
い

合
っ
て
御
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
・
:
A
コ
ー

ス
l
九
月
十
九
日

川
か
ら
同
二
十
日
刷、

B
コ
l
ス

ー
ん
月
二
十
日
制
か
ら
同
二
十
一

日
制、

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

一

時
か
ら
翌
日
午
後

一
時

と
ニ
ろ
:
・
小
諸
布
引
温
泉
「
国
民
年

金
保
養
セ
ン
タ
ー
こ
も
ろ
」

8
0

2
6
7
2
②
2
2
8
8
 

定
員
:
・
各

コ
l
ス
と
も
七
十
五
名

費
用
・
:
一
人
四
千
円

(
テ
キ
ス
ト

代
、
宿
泊
費
込
み
、
た
だ
し

一
日

自
の
畳
食
、
交
通
費
は
含
み
ま
せ

ん
)

申
込
締
切
日
:
・
七
月
三
十

一
日

ω

八
歳
以
上

の
人
て
、
消
校
生
活
上

の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
学
留
意
欲

申
込
先
・・
官
製
は
が
き
に
希
望

コ

ス
、
年
齢
、
性
別
、
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
を
御
-
記
入
の
つ
え
、

〒

3
8
0

長
針
市
大
字
南
長
野
字

幅
下
六
九
二
|
二
県
庁
国
民
年

金
課
内
と
き
め
き
学
級
係
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

上
小
地
区
一
円
が

市
内
通
話
に

ー
今
秋
実
施
の
予
定

l

上
田
電
報
電
話
局

宮
⑮
4
2
1
1

現
荘
、
上
田
市
内
か
ら
真
田
町
、

青
木
村
、
東
部
町
、
丸
子
町
、
坂
城

町
な
ど
へ
電
話
す
る
場
合
、
そ
れ
ぞ

れ
の
市
外
局
番
を
回
し
た
後
、

相
手

方
の
電
話
番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル

し
て
い

ま
す
。
こ
の
方
法
で
す
と
、
ダ
イ
ヤ

ル
す
る
回
数
が
多
く
、
と
て
も
不
便

で
す
。

上
田
電
報
電
話
局
で
は
、
こ
の
不

便
を
解
消
す
る
た
め
、
上
小
地
区
一

同
の
各
市
町
村
間
の
通
話
に
つ
い
て

は、

市
外
局
番
を
ダ
イ
ヤ
ル
せ
ず
に

直
接
相
手
の
屯
話
番
号
六
ケ
タ
を
タ

イ
ヤ
ル
す
る
だ
け
で
つ
な
が
る
よ
う
、

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
実
施

し
て
お
り

皆
さ
ん

訓
練
に
耐
え
ら
れ
る

時
期
は

今
秋
の
予
定
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

に
御
参
加
を

上
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー

宮
(⑮

2
6
2
9

上
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
で
は
、
一
年
間
を
通
し
上
田
、
兵

田
の
各
地
設
を
め
ぐ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座
を
聞
い
て
い

ま
す
。

第
三
回
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

コ
ー
ナ
ー
ま
で
御
連
絡
く
だ

さ
い
。

と

き

:・
七
月
十
二
日
嗣
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
三
時
三
十
分

と
こ
ろ
:
・
報
思
寮
(
養
護
老
人
ホ
|

ム
)

内

容

:

・
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
の
日

常
生
活
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

城
南
公
民
館
で

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

上
田
根
っ
こ
の
会
宮
⑧
2
3
7
7

「
上
田
恨

っ
こ
の
会
」
で
は
、

J
か

ん
な
同
じ
空
の
下
に
生
き
て
い
ヲ
Q

を
テ
ー
マ
に
、
ふ
れ
あ

い
コ

ン
サ
ー

ト
を
闘
催
し
ま
す
こ

の
コ
ン
サ
ー

ト
は
、
体
の
不
円
由
な
人
た
ち
が
出

き
つ
づ

っ
た
詩
に
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
つ

け
て
歌
う
こ
と
に
よ
リ
、
多
く
の
人

た
ち
に
正
し
い
理
解
と
共
感
の
輪
を

広
げ
て
い

こ
う
と
い
う
も
の
て
す

と

き

・
:
七
月
八
白
川
午
後
一
時
三

十
分
か
ら

と
こ
ろ
:
・城
南
公
民
館

入
場
料
・
:
無
料
で
す

(税
理
券
の
あ

る
方
は
御
持
参
く
だ
さ
い
。
杭山理

券
が
な
く
て
も
入
場
て
き
ま
す
)

市町村振興宝くじ

(サマージャンボ)発売

7月中旬から、サマー ジャンポ宝くじの予

約申込が開始されます。 この宝くじの収益金

は、災7;:対取と明るい住みよいまちづくりに

役，'[てられますー 申込方法なと詳しくは、 7

n 19日の新聞(朝刊)紙上で発表されます。



引
雷
に
よ
る
停
電
・
:

日
し
ば
ら
く
御
辛
抱
を

引
中
部
電
力
上
国
営
業
所

年

宮

⑫

1
2
4
0

9
1
1
1
I
l
l
i
b
-
-
l
l
B
i
l
l
i
-
-
l
l
l
l
l
l
ll
l
l
 

制
夏
の
風
物
詩
「
酋
」
は
、
あ
ば
れ

一
出
す
と
、
落
首
に
よ
り
人
命
を
奪

っ

一
た
り
、
火
災
を
起
こ
し
た
り
、
広
範

一
囲
に
わ
た

っ
て
電
気
を
停
め
た
り
し

一
て
、
生
活
に
重
大
な
支
障
を
与
、え
ま

だ

i

えつ広報

(
五
月
三
十
一
日
現
在
)

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し

た
。
謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

_ ~i 914号

宮
田
九
一
郎
さ
ん

箱

山

保

さ

ん

(
中
央
二
丁
目
)

春
原
志
づ
い
さ
ん

市
村

薫
さ
ん

池
田
た
ま
い

さ
ん

(中
央
五
丁
目
)

上
鍛
治
町

手
塚
三
好
さ
ん

院

内 牧

材
木
町

林
之
郷

岡

7月16日

3 号

す
。電

力
会
社
で
は
、
雷
に
よ
る
停
電

を
少
な
く
す
る
た
め
に
、
電
気
設
備

の
改
良
や
気
象
レ
ー
ダ
ー
な
ど
を
活

用
し
て
雷
の
襲
来
を
予
知
し
、
効
率

的
な
復
旧
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
ま
す
が
、
落
雷
に
よ
る
停
電
は
避

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

雷
が
発
生
す
る
と
、
所
員
全
員
が

待
機
し
て
、
故
障
や
停
電
に
備
え
ま

す
。
故
障
や
停
電
が
発
生
す
る
と
、

風
雨
が
強
く
て
も
現
場
に
急
行
し
、

被
害
を
受
け
た
施
設
の
修
理
を
全
力

七
八

七
三

七
七

八
八

八 九
o四

上
塩
尻

下
常
田

下
小
島

後

所

上
房
山

五越長上

加戸入堀

で
行
い
、
安
全
を
確
か
め
た
う
え
で

送
電
し
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く
御
辛

抱
を
お
願
い
し
ま
す
。
お
宅
だ
け
電

気
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
お
宅
の
漏

電
ブ
レ
ー
カ

l
が
切
れ
て
い
な
い
か

調
べ
て
く
だ
さ
い
。

電
線
が
切
れ
て
垂
れ
下
が

っ
て
い

る
と
か
、
変
圧
器
に
雷
が
落
ち
た
と

こ
ろ
な
ど
を
見
た
と
き
は
、
手
を
触

れ
な
い
で
中
部
電
力
へ
御
連
絡
く
だ

さ
い
。

七
八

七

O
二
O

九

O
八
四

七
六

八
三

八
八

八
一

八 七 六 七
七 五一 九

下
常
田

上
塩
尻

下
之
郷

諏
訪
形

山

田

山

口

下
室
賀

徒

所

保

野

仁
古
田

十

人

小

泉

常
磐
町

下

組

六七八八九九七五八六八七
O 六七三九九 O 四三三一二

八八
一 八

愛の血液

助け合い運動

奥
村
し
づ
ゑ
さ
ん

中
村
伸
子
さ
ん

(
中
央
北
二
丁
目
)

滝
漂
ヒ

ロ
シ
さ
ん

中
津
正
こ
さ
ん

松
山
貞
慶
さ
ん

北
村
た
か
の
さ
ん

(
天
神
一
丁
目
)
北
天
神
町

上
野
豊
子
さ
ん

(中
央
西
一
丁
目
)
下
紺
屋
町

中
津
阿
佐
志
さ
ん
中
之
条

平

野

た

か

の

さ

ん

小

泉

甲

田

音

十

き

ん

五

加

清
水

司

さ

ん

上
室
賀

市
村
克

子

さ

ん

手

塚

室
釘
八
洲
夫
さ
ん
富
士
山

西
閣僚ゆ
き
さ
ん

朝
日
ケ
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今
井
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平
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ん
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↑

上
室
賀

あ
な
た
の

か気
持
ち
。
を
困

っ
て

い
る
人
に
、
七
月
は
「
愛
の
血
液
助

け
合
い
運
動
」
月
間
で
す
。

献
血
は
、
健
康
な
人
で
な
い
と
で

き
ま
せ
ん
。
献
血
の
前
に
、
お
医
者

さ
ん
が
健
康
状
態
を
調
べ
る
の
は
こ

の
た
め
で
す
。
で
す
か
ら
、
献
血
で

き
る
こ
と
は
、
あ
な
た
が
健
康
で
あ

る
こ
と
の
一
つ
の
目
安
と
な
り
ま
す
。

献
血
す
る
の
は
二
百
円
牛
乳
び

ん
約
一
本
分
で
す
。
献
血
後
、
こ
か

ら
三
時
間
で
血
液
量
は
回
復
し
ま
す
。
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